
１．調査対象に係る基本事項

２．調査対象

海氷 生物相 有害物質

サケ類 スケソウダラ トド アザラシ

○ 海鳥類 海ワシ類 利用の適正化

３．調査・モニタリング表

06 07 08 09 10

４．評価

□ □ ■

■ □ □ □

水温・水質・ｸﾛﾛﾌｨﾙa・ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝなど

主な内容調査名称等

○○

減少

廃止 新規

26.海鳥長期モニタリング
　（海鳥類長期モニタリング調査グループ）

半島海岸線における海鳥繁殖状況の調査

海鳥類については、今後とも各種調査や情報の収集を行い、鳥獣保護法に基づく適切な保護管理を行
う。

○
25.生息地、営巣地調査
　（知床海鳥研究会　(調査依頼：環境省)）

海鳥の生息地、営巣地の調査

対応方針
または

保護管理
の考え方

○ ○ ○

構成要素  ５．海鳥・海ワシ類

24.海鳥類調査
　 (環境省)

知床半島の海鳥（ケイマフリ、ウミネコ、オオセグ
ロカモメ、ウミウ）生息数、繁殖個体数調査

○ ○

評　　　　価

今後の方向性

備　　　　考

継続

○ ○○

海域管理計画モニタリング評価シート(案)

改善継続

増加 概ね横ばい

ケイマフリについてはカウント数が毎年減少
ウミネコ、オオセグロカモメについては2000年前後を境に生息数が減少
ウミウについてはウトロ海域以外の場所で野繁殖が増加、生息数はほぼ一定
営巣数の減についてはヒグマの侵入によるものと考えられる

生息数の減少が見られることから今後も注意深くモニタリングを実施していく必要がある
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頻　　　　　　 度

24.海鳥類調査

  -

5年に1回（モニタリングサイト1000海鳥調査　※当初の調査名称）調査結果概要

環境省

斜里町、羅臼町

調査・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ名

調　 査　 主　 体

主　 な　 内　 容

対　 象　 地　 域

知床半島の海鳥（ケイマフリ、ウミネコ、オオセグロカモメ、ウミウ）生息数、繁殖個体数調査

◆ケイマフリ海上分布最大カウント数
の推移(平成１７年～平成２１年）
　[出展：環境省「平成２1年度知床国
立公園ウトロ海域における適正利用
業務報告書]

最大カウント数は平成18年の１４０羽
を最大として毎年減少し、平成２１年度
は平成17年度の調査開始から最小の
９６羽となっている。

◆ウトロ海域でのウミネコの繁殖数の
推移（１９９７～２００８年）　[出展：同
上]

知床半島全体でウトロ港～エイシレド
岬の区間のみ繁殖している。ウミネコ
の繁殖が最も多かったのは２００１年
のＡ地区で７７２羽だったが、その後激
減している。ヒグマの侵入し卵や雛を
捕獲したことが繁殖数減少の原因であ
る可能性が高いと報告されている。

◆ウトロ海域でのオオセグロカモメの
繁殖数の推移（１９９７～２００８年）
[出展：同上]

知床半島全体の繁殖数のうち、７０％
がウトロ海域。２００６年では前年度か
ら繁殖数が増えたが、翌年から減少し
ている。これはﾌﾚﾍﾟの滝の営巣が１巣
に激減し、Ａ区域の営巣数が２００６年
の１０４６巣から２００８年の５４７巣に
減少したため。ﾌﾚﾍﾟの滝での減少は、
ヒグマの侵入による可能性が高いと報
告されている。



◆ウトロ海域でのウミウの繁殖数の推
移　（１９９７～２００８年）　[出展：同上]

ウミウの繁殖地は、２００１年にウトロ
海域以外の場所で野繁殖が増えた
が、２００５年からは知床の繁殖の８
０％以上、２００７年には１００％がウト
ロ海域となっている。知床岬に近いタ
カサラウニにおいてヒグマの侵入によ
る巣数の激減が報告されている。
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調　 査　 主　 体

調査結果概要

・「知床半島における海鳥の生息状況と観光船による影響に関する調査報告書」知床海鳥研究会
福田佳弘著による

※「繁殖数」＝営巣数のこと

対　 象　 地　 域 斜里町

頻　　　　　　 度 夏季

知床海鳥研究会（調査依頼機関：環境省）

主　 な　 内　 容 海鳥の生息地、営巣地の調査

調査・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ名 25.生息地、営巣地調査
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対　 象　 地　 域

頻　　　　　　 度 6月

調査結果概要

・確認された種類は１０科３５種であり、期間を通して確認された種はオオセグロカモメ１種、多
くの種は不定期に出現。
・鳥類については、今後とも各種調査や情報の収集を行い、鳥獣保護法に基づく適切な保護管理を
行う。

※当初、繁殖状況の調査を行うこととなっていたが、実際は確認状況調査を実施

調査・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ名 26.海鳥長期モニタリング

調　 査　 主　 体 海鳥類長期モニタリング調査グループ（知床財団、知床博物館、羅臼町ほか）

主　 な　 内　 容 半島海岸線における海鳥繁殖状況の調査

斜里町、羅臼町


